
1 はじめに

は
じ
め
に

─
『
大
和
物
語
』
の
再
評
価
を
求
め
て

─

山
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太
　
　
郎

書
か
れ
た
作
品
と
し
て
の
『
大
和
物
語
』
の
題
号
が
も
っ
と
も
は
や
く
現
出
す
る
書
物
は
、
平
安
時
代
後
期
の
『
袋

草
紙
』
で
あ
ろ
う
（
（
（

。『
袋
草
紙
』
は
、
百
五
十
～
百
五
十
三
段
な
ど
、『
大
和
物
語
』
の
い
く
つ
か
の
章
段
を
と
り
あ
げ

て
、
歌
に
関
わ
る
伝
承
の
事
実
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
伊
勢
物
語　

和
歌
二
百
五
十
首
」
の
項
に
つ
づ
け
て
「
大
和
物
語　

和
歌
二
百
七
十
首
」
の
項
を
た
て
る
。

示
さ
れ
た
『
大
和
物
語
』
の
歌
数
は
現
行
本
の
二
百
九
十
四
首
よ
り
少
な
く
、『
伊
勢
物
語
』
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の

『
大
和
物
語
』
も
ま
た
、
増
補
改
訂
な
ど
の
流
動
の
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
全
史　

平
安
朝
篇
（
一
九
〇
五
年
初
刊
（』
は
、『
大
和
物
語
』
に
触
れ
て
『
千
五
百
番
歌
合
』

の
顕
昭
の
判
詞
で
「
源
氏
、
世
継
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
と
て
歌
読
の
見
る
べ
き
歌
」
（
２
（と
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る

が
、
高
い
評
価
を
あ
た
え
る
こ
と
は
な
い
。「
片
々
た
る
事
実
を
輯
め
た
る
も
の
」「
文
学
的
価
値
甚
だ
多
か
ら
ず
」

「
伊
勢
物
語
の
体
を
学
び
て
（
中
略
（
な
お
彼
に
及
ば
ず
」「
伊
勢
は
奇
抜
に
、
大
和
は
平
凡
な
り
」「（
全
体
を
概
括
し
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遠
く
延
ば
し
、『
源
氏
物
語
』
の
散
文
ま
で
も
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
散
文
叙
述
の
方
法
論

的
達
成
は
是
非
と
も
再
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
和
歌
に
依
存
し
な
い
、
散
文
と
し
て
の
叙
述
の
力
、
例
え
ば
、

「
内
話
文
」
の
多
用
に
よ
っ
て
描
写
の
方
法
を
腐
心
し
模
索
す
る
点
、
和
歌
と
散
文
も
し
く
は
散
文
相
互
の
言
語
遊
戯

的
な
関
連
な
ど
、
そ
の
散
文
叙
述
の
様
相
い
わ
ば
散
文
叙
述
性
を
再
吟
味
す
る
こ
と
で
、『
大
和
物
語
』
と
い
う
作
品

の
持
つ
光
芒
お
よ
び
文
学
史
的
な
車
轍
が
明
瞭
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

『
伊
勢
物
語
』
と
『
大
和
物
語
』
と
の
間
に
は
大
き
な
跳
躍
が
あ
る
。
本
書
は
、
そ
れ
を
実
現
し
た
『
大
和
物
語
』

の
達
成
を
見
極
め
、
そ
の
再
評
価
を
希
求
す
る
試
み
で
あ
る
。 

注（
１
）	藤
岡
忠
美
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
袋
草
紙
』（
一
九
九
五
年
十
月
岩
波
書
店
刊
）。

（
２
）	『
千
五
百
番
歌
合
』
の
本
文
は
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｗ
ｅ
ｂ
版
『
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
３
）	藤
岡
作
太
郎
・
秋
山
虔
他
校
注
『
国
文
学
全
史
平
安
朝
篇
1
（
東
洋
文
庫
198
）』（
一
九
七
一
年
十
一
月
平
凡
社
刊
）。

て
論
ず
る
は
（
容
易
の
こ
と
に
あ
ら
ず
」
な
ど
と
す
る
の
で
あ
る
（
３
（。

事
実
を
伝
え
る
こ
と
、
歌
に
重
点
を
置
く
「
歌
物
語
」
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
、『
伊
勢
物
語
』
に
劣
る
こ
と
、
な

ど
は
現
在
の
一
般
的
な
認
識
も
大
差
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。『
大
和
物
語
』
と
は
何
か
、
が
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
「
歌
物
語
」
と
い
う
括
り
で
『
伊
勢
物
語
』
と
同
一
次
元
で
扱
う

こ
と
は
適
切
な
の
か
。
再
検
討
の
時
季
に
来
て
い
る
。

『
伊
勢
物
語
』
の
語
り
は
和
歌
に
収
束
し
て
い
く
「
歌
の
た
め
の
語
り
」
で
あ
る
。
対
し
て
、『
大
和
物
語
』
の
語
り

は
必
ず
し
も
決
着
を｢

歌｣
に
ゆ
だ
ね
な
い
。「
地
の
文
」
の
語
り
に
よ
る
叙
述
と
描
写
に
、『
伊
勢
物
語
』
に
比
し
て

よ
り
多
く
注
力
す
る
。「
和
歌
」
を
散
文
の
機
能
に
包
摂
し
、
相
対
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、「
和

歌
」
が
「
語
り
の
た
め
の
歌
」
に
な
っ
て
い
る
。『
大
和
物
語
』
は
、「
歌
物
語
」
か
ら
散
文
叙
述
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
物
語
の
方
へ
、『
伊
勢
物
語
』
と
は
別
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
歌
物
語
」
と
い
う
括
り
で
同
一
範
疇
に
あ
る
も
の
と
し
て
扱
う
の
で
あ
れ
ば
、
和
歌
に
収
束
し
て
い
く
散
文
叙
述

の
凝
縮
度
、
あ
る
い
は
、
文
学
作
品
と
し
て
の
質
の
高
さ
に
お
い
て
、『
大
和
物
語
』
は
『
伊
勢
物
語
』
に
及
ば
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
評
価
は
一
面
的
で
し
か
な
い
。『
伊
勢
物
語
』
の
質
の
高
さ
は
そ
れ
と
し
て
、

『
大
和
物
語
』
に
は
『
伊
勢
物
語
』
と
は
異
な
る
作
品
の
質
の
在
り
方
、
素
晴
ら
し
さ
、
い
わ
ば
『
大
和
物
語
』
と
し

て
の
達
成
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
大
和
物
語
』
は
歌
に
依
存
し
な
い
散
文
の
あ
り
よ
う
を
模
索
し
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
文
学
史
散
文
史
の
射
程
を


